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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中国漢代の関所である肩水金関遺址から出土した簡牘の分析を基礎とし
て、中国漢代から古代日本にいたる東アジアの交通制度の展開を明らかにすることを目指した。　
　肩水金関漢簡に含まれる通行証を集成しそこに記される文言を基準として分類した結果、漢代の通行証は９種
類に分類でき、それらは発給対象や発給目的によって使い分けられていたこと、また、中国唐代の交通制度が日
本へと導入される際に、日本の状況に合わせて適宜改変が加えられていたことなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study was intended to clarify expansion of traffic system in ancient 
and medieval East Asia, including Han and Tang China, ancient Korean Peninsula and Japan, based on 
analysis of wooden slips excavated at border checkpoint in Han Dynasty "Jian Shui Jin Guan".The 
study revealed the following; collecting letters of transit included in "Jian Shui Jin Guan Hanjian"
 and analysis of phrases written in letters of transit, letters of transit in Han Dynasty can be 
classified into nine classes according to their phrases and properly was used according to the 
difference of applicant and purpose in those days. To introduce Chinese traffic system into Japan, 
the traffic system was partly changed according to situation of ancient Japan.   

研究分野： 東洋史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 関所の実態を解明するためには、二つの方
向から考察することが必要である。一つは、
関所に関わってどのような法令にどのよう
なことが規定されていたのかという制度面
からの考察、もう一つは、関所において日々
どのような業務が行われていたのかという
運用面からの考察である。 
 前者については、『唐律疏議』『大唐六典』
『令義解』『令集解』といった伝世文献が従
来より利用できたが、それに加えて、一九八
三年に張家山漢簡が、一九九八年に北宋天聖
令が発見されたことによって、漢代の関所に
関する規定である津関令や、従来知られなか
った唐令条文も利用できるようになった。後
者に関しては、唐代では入唐求法僧円珍に発
給された過所二通が現存する程度で、漢代に
ついても 20 世紀初頭以来の出土文字資料に
通行証や関所関連文書が幾らか含まれてい
るという状況であった。 
 関所や交通政策の研究はいわゆる制度史
研究の一環になるが、これまでの研究では、
前述の伝世文献にみえる法規定を史料とし
た規定面の考察がほとんどで、日々どのよ
うな業務が行われていたかという運用面の
考察は、史料的制約もあり、そう多くはな
いというのが実情であった。 
 そのような史料状況を大きく変化させた
のが肩水金関遺址出土簡である。『肩水金関
漢簡』（壹〜伍、中西書局、2011-2016）には
11500 余枚もの簡牘が収録されている上に、
これらはほとんどが当時の関所業務に関連
して作成された文書等の実物で、関所の実態
解明に絶好の史料群である。 
 このように、『肩水金関漢簡』の刊行によ
って、漢代の関所については制度面と運用面
の両面から考察することが可能となった。
『肩水金関漢簡』の刊行を機に本共同研究を
開始した所以である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下の５つの目的を挙げた。
（１）肩水金関の実態解明 
 肩水金関出土簡をその内容によって分類
し整理する作業を通して、金関においてど
のような業務が行われていたのかを明らか
にする。 
（２）漢代の交通政策の解明 
 上記（1）の成果をもとに、肩水金関の果
たす機能や設置目的、さらに、漢王朝の交通
政策上における金関の位置づけや、関所も含
めた漢王朝の交通政策の全体像を明らかに
する。 
（３）唐代の関所と交通政策の解明 
 上記（２）の成果を踏まえて唐王朝の交通
政策を検討することで、漢から唐に至るま
での交通政策の変遷やそれぞれの時 代 的 特
徴を明らかにする。 
（４）古代中世の朝鮮半島における関所と交
通政策の解明 

 古代中世の朝鮮半島における関所と交通
政策については、その史料的制約などによ
り余り解明されていない状況であるが、上記
（１）〜（３）の成果を踏まえることで、古
代中世の朝鮮半島における関所と交通政策
について一層の解明を目指す。 
（５）古代中世の日本における関所と交通政
策の解明 
 上記（３）の成果を踏まえて、唐王朝の律
令体制に強く影響されている古代日本の交
通政策を考察する。 
（６）古代中世の東アジアにおける関所と交
通政策の展開状況の解明 
 最後に本研究の総括として、中国・朝鮮・
日本を含む東アジア地域の古代から中世に
いたる関所と交通政策の展開状況を跡付け、
相互の関連性と独自性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）当該時代地域における関所や交通制度
に関する知見の共有 
 本研究には古代中世中国、古代朝鮮半島、
古代日本を研究分野とする研究者が参加し
ているため、本研究が考察対象とする時代地
域における関所及び交通制度に関する発表
を分担して適宜行い、各時代地域の交通制度
に関する知見を共有した。 
（２）肩水金関遺址出土簡の解読 
 前述のように、本研究は中国漢代の関所で
ある肩水金関の実態解明を基礎として、それ
以降の関所や交通政策の展開を明らかにす
ることを目指したものである。それ故、肩水
金関漢簡の解読をメンバー全員が参加する
形で継続的に実施した。 
（３）現地調査 
 肩水金関出土木簡にみえる関所業務をよ
り深く理解するために、肩水金関遺址出土簡
牘の実見調査および漢代長城・玉門関遺址の
実地調査を実施した。また、韓国において古
代から中世にかけての交通関係遺跡の現地
調査も実施した。 
（４）個別テーマによる研究発表と討論 
 肩水金関漢簡の読解と並行しながら、メン
バー各々が専門とする時代地域の関所及び
交通政策に関する発表を行い、全員による討
論を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）共同研究による知見の共有と考察視角
や問題意識の深化 
 本研究では、幅広い地域・時代の専門家が
一堂に会することによって、各研究者の専門
を超えた範囲の知見を共有することができ
ただけでなく、研究者個人や近接する地域時
代の研究者による共同研究では気づかない
ような指摘を相互にすることによって、新た
な分析視角や問題意識を獲得することがで
きた。わかりやすい例を挙げると、漢代史研
究者の認識では、漢代の通行証の一種である
伝は往復用であるというのが自明であった



が、これに対して、日本史研究者から、日本
で出土した過所様木簡は復路用が多いとの
指摘があった。この指摘を承けて、漢代の伝
についても片道用か往復用かを改めて考え
るようになり、そのような問題意識が新たな
知見へと繫がっていった。肩水金関漢簡の読
解においても同様で、漢代史以外を専門とす
るメンバーの指摘によって分析が精緻化す
ることがしばしばあった。具体的な成果とい
うわけではないが、これらのことは共同研究
であったからこそ実現したことであり、本研
究の成果として敢えて挙げておきたい。 
（２）肩水金関漢簡に含まれる通行証の分析 
 漢代の通行証に関する従来の研究では、通
行証は公務出張用と民間人用が区別された
上で幾つかの種類があることが指摘されて
きたが、個別の通行証については漢簡中の事
例が限られていることもあって不明瞭な点
も多くあった。本研究期間中に肩水金関遺址
出土簡が全簡公表されたことを受けて、肩水
金関漢簡に含まれる通行証を集成し、そこに
記される文言を基準として分類した。その結
果、漢代の通行証は、出入符、亭長符・家属
符、戍卒符、伝、致・致籍、偃検、毋苛留止
通行証、当舎伝舎通行証、書到出入通行証の
９種類に分類でき、それらは発給対象や発給
目的によって使い分けられていて、発給手続
きにも相違があったこと、さらに、一部の通
行証は通時的に使用されていたわけではな
く使用時期が限定されていたことなどが明
らかとなった。 
（３）交通遺跡と交通路との位置関係の確認 
 古代中世朝鮮半島の港湾遺跡である伴鴎
洞遺跡（蔚山）や、関所遺跡である関門城（外
東）・ハヌルジェ遮断城（聞慶）などを実地
調査することによって、当時の港湾や関所と
交通路との位置関係を地形条件の中で理解
することができた。また、中国漢代の長城遺
址および玉門関遺址などの実地調査するこ
とで、長城と関所と交通路の配置関係を具体
的に理解することができた。 
（４）漢代通行証の作成過程の確認 
 肩水金関遺址出土木簡を保管する甘粛省
文物考古研究所を訪問し漢簡を実見調査し
た。そこでは、特に関所通行用の符を詳細に
調査し、木材から割符を作成する形成過程を
具体的に確認できた。 
（５）中国から日本への交通政策の展開 
 古代日本の交通制度は，唐代中国より導入
した律令を基礎として制定されたものであ
るが、日本への導入に際して日本の実情に合
わせた改変が実施されている。日本令と唐律、
特に天聖令中の不行唐令とを逐条的に比較
してゆくことによって、日本古代交通制度の
特徴として、七道制の重視、都鄙間交通への
集約、軍事関連規定の削除、貢納物輸送手段
規定の削除を挙げられることがわかった。 
 以上の成果を『古代中世東アジアの関所と
交通制度』として刊行した。 
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